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文責：松井佐和子

１２月の始まり

カレンダーが最後の１枚になり、２学期の学校生活も１６日となりました。年の瀬恒例の「今年の漢字」

を考えました。ちなみに毎年清水寺で発表されている「今年の漢字2021年」の漢字は「金」でした。

「興」…４年に１度の祭典「FIFAワールドカップ」が開催され、昨年の東京オリンピックに続く世界中を

興奮させるようなできごとがあったから。(由夢さん)

「張」…後輩ができ良い姿が見せられるように張り切り、学習も３年生に向けて頑張ったから。(奏音さん)

「減」…コロナも減ってきて、いつも通りの生活に戻ってほしいと思ったから。(京佑さん)

「緩」…去年よりも制限が緩くなったので。緩くなっても感染者が増え続けなければいいなぁ。(陽麗さん)

「変」…有名人が亡くなったり、ロシア軍のウクライナ侵攻が始まったりして、2022年は世の中が大きく

変化した年だと思ったから。(里紗さん)

「悲」…いろいろな有名人が亡くなったから。(龍伽さん)

「変」…世界中でコロナ対応を変え、ロシア・ウクライナ情勢がとても変化したから。(健人さん)

「変」…コロナで大変だったから。(大河さん)

「活」…学校生活や行事で去年よりもできることが増え、活発に活動することが増えたから。(詩苑さん)

「時」…コロナが続き、制限されていたけど、一人の時間や密にならないように行事が行われるなど工夫

をしながら楽しい時間を過ごせたから。(未空さん)

「戻」…日本全国でお祭りなどの行事や外国人観光客が戻ってきたり、海外旅行ができたりするようにな

ったから。(紗葵さん)

「再」…新型コロナ第８波に入り、再度「人と距離をとれ」「マスクをとるな」と言われ、沢山の方の当

たり前が再び失われたから。(陽葵さん)

「政」…今年は政治系の動きが多いと思った。安倍元首相の国葬、円安、コロナウイルスの拡大などいろ

いろなできごとがありました。(あおいさん)

「多」…エリザベス英女王の国葬やウクライナ侵攻、パラリンピックやオリンピックなど、たくさんので

きごとが起こったから。(花穏さん)

「戦」…ロシアとウクライナの戦争が起きたこと。コロナと戦っていること。自分と戦っていること。

(好晴さん)

「婚」…芸能人のおめでたい結婚ニュースが多かったから。個人的にはＭさんとＯさんの結婚がとてもう

れしかったです。(輝子さん)

「幸」…コロナの苦しみのなかでの幸せがたくさんあったから。今年一年が幸せだったから。(海夢さん)

「苦」…円安、有名人の死亡、ロシアとウクライナの戦争、韓国での大変なことなど。(蓮汰朗さん)

「災」…地震やコロナ、ウクライナ侵攻など、世界全体で災難な年だったから。(楓音さん)

「激」…ウクライナで戦争が始まったり、ハロウィンでは韓国梨泰院で事故が起こったりと、世界が注目す

るニュースがあったから。コロナウイルスも落ち着かず変化の激しい１年になったから。(愛蓮さん)

明日は教育講演会

髙木菜那さん(平昌オリンピックスピードスケート女子チームパシュート金メダル他)を講師にお招きして、

「なな転び八起～わたしが今伝えたいこと～」をテーマに

講演会を行います。皆さんも事前に質問をして、関心が高

まっていると思います。なかなかないこのような機会を、

人生の中で大切にしていきたいですね。生徒の皆さんは、

講演会終了後に椅子を教室に戻してから下校です。速やか

に移動や下校をお願いします。保護者の皆様は、講演会後

に感謝状の贈呈、学年懇談会となります。お世話になります。


